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（4） （1） （1） （4） （10）
30 12 14 33 1 8 3 2 1 1 0 105
助教授
（4） （1） （3） （8）
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（8） （2） （1） （7） （18）
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理学研究科 DC 49 5 24 78MC 50 4 37 3 94
医学研究科 DC 1 1MC 0
薬学研究科 DC 10 10MC 15 15
工学研究科 DC 23 2 48 10 83MC 43 13 63 30 149
農学研究科 DC 13 35 24 72MC 23 26 43 92
エネルギー DC 30 9 7 46
科学研究科 MC 54 43 3 100
情報学研究科 DC 5 4 3 5 17MC 1 9 6 15 31
小　　計 DC 101 30 46 75 10 24 9 5 7 307MC 132 54 52 106 30 43 43 15 3 3 481
聴 講 生 0
研 究 生 8 2 7 6 1 5 29
研 修 員 2 2 1 1 1 7
研 究 員 2 3 1 1 2 1 10






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































環境物質化学研究系 分子微生物科学 助手 三原久明





















材料機能化学研究系 高分子材料設計化学 助手 大野工司
























材料機能化学研究系 無機フォトニクス材料 博士研究員 垣内田洋
助手 徳田陽明

























附属先端ビームナノ科学センター レーザー物質科学 助手 清水政二
環境物質化学研究系 分子微生物科学 助教授 栗原達夫































































































































③Based on the separation chemistry of rare
earth and chemical fabrications, my
research is focused on the control of the
structure and microstructure, particle size
and its distribution, morphology, and sur-
face and interface of rare earth functional
materials, so as to explore the novel materi-
als, modify and enhance the relative behav-
iors. At present, my topics of research are as
follows :
(1) Optimized design and automation
of rare earth separation processes ;
(2) Self-assembly of the rare earth molecu-
lar-based materials ;
(3) Fabrication and characterization of the





































































































す。（T. HANAGURI, C. LUPIEN, Y.
KOHSAKA, D.-H. LEE, M. AZUMA, M.
TAKANO, H. TAKAGI & J.C. DAVIS: A























































































































































































































































1) 原著論文：“Microstructure and Formation
Process of the Characteristic Reddish Color
Pattern“ Hidasuki” on Bizen Stoneware:
Reactions Involving Rice Straw”, Y. Kusano, M.
Fukuhara, T. Fujii, J. Takada, R. Murakami, A.
Doi, L. Anthony, Y. Ikeda, and M. Takano,
Chem. Mater. 16. (2004) 3641-3646.
2) 紹介記事：“A mark of imperfection”,
research highlights, Nature, 431 (2004) 524.
3) 紹介記事：“備前焼“火襷”の生成機構”, 化


































































































































































































































































































































































































































































































































［助教授］●岡 雅明 附属元素科学国際研究センター 採　 用
（東北大学大学院理学研究科助手から）
平成16年8月31日
［助　手］●川島　秀一 生体機能化学研究系 辞　 職
（東京大学医科学研究所附属ヒトゲノム解析センターへ）
平成17年1月1日










若手B 有機半導体薄膜上に付着した金属クラスターの反応性・拡散性の研究 吉田弘幸 2,900


















































































橋 雅英、片山 博之、長崎 順一（化研担当専門員）、宮本 真理子（化研
担当事務）、上野山美佳（広報室員）、柘植　彩（広報室員）



























































1月 1日　元素科学国際研究センターにJohn Paul Attfield客員教授着任
1月12日 次期化学研究所長に江 信芳教授決定
1月14日 小松紘一教授らの「分子手術」法による水素内包フラーレン合成研究が『Science』誌に掲載される
4月 1日　玉尾皓平教授、理化学研究所フロンティア研究システム長に
4月 1日　京都大学化学研究所、名古屋大学物質科学国際研究センター、九州大学先導物質化学研究所の
連携プロジェクト「物質合成研究拠点機関連携事業」が平成17年度よりスタート
ニュース速報
